「第７回　若者就労支援研究会」　事項書

　　日時：平成１９年　１月２３日（火）　１９時〜２１時

場所：アスト津３Ｆみえボランティア市民活動センター

交流スペース６／７／８

１．自己紹介（初めて参加される方のみ）

２．情報共有が必要な事項の報告、告知

　・親向けセミナーについて（第２回に向けて）

　・ガイドマップについて

　・他

３．次年度の年間ロードマップづくり（グループワーク）

　・年間目標

　・やることの中味（学習会、イベント、セミナー等）

　・研究会の規約について

４．次回研究会について、日程調整、その他

●配付資料一覧
・第７回事項書（Ａ４縦判１枚両面）

・グループワークのワークシート（Ａ４横判１枚）

・第６回議事録

・第６回グループワークのまとめシート（重要度３頁、緊急度３頁）

・研究会規約（案）

・支援ガイドマップ原稿（案）

・次回日程調整シート

・その他

●グループワークの進め方

１．自己紹介を簡単に（近況など一人30秒程度）　

２．一巡したところで、グループ内で進行役と記録係（発表者）を決める。

３．前回のまとめシート等を参考にしながら、各自で平成１９年度１年間のロードマップをワークシートに書き出す（個人作業）

　・年間目標（来年度１年間で達成したいことがら、目指す状態）

　・行動計画（いつの時期に何をするか）

４．全員が書き終えたら、順番に一人ずつ自分の案を紹介する

５．全員が紹介し終えたところで、グループワーク開始。各自の意見を調整し、グループとしての年間ロードマップづくりを行う。

６．グループ毎に発表し全員で成果を共有（１グループ５分以内）

◆前提の確認◆
１．議論の方向性は？

　　→発散から収束へ
２．研究会のポジション、対象エリアは？
　　→県全域レベルの研究会として取り組む課題。市町（現場）の課題は棚上げ

３．課題へのアプローチする主体は？
　　→ネットワーク全体（研究会）として取り組む課題を選ぶ

　　以下の課題はとりあえず棚上げしてみて何が残るかを考える

　　・運営委員会（世話人会など名称は仮称）が実施すべき課題
　　・研究会以外の組織、個人等に検討内容や実践案を伝え提案すべき課題
　　・研究会に所属するメンバーが、各自の責任において実行すべき課題
　　・研究会に所属するメンバーが、研究会内外に課題を提示し、メンバーを募り、
　　新たにプロジェクトチーム（専門部会）等を立ち上げて推進すべき課題

４．優先順位は？　進めるスピードとテンポは？
　　→立ち上がりの時期であり、緊急性の高い課題を選ぶ
　　長期的展望をもって俯瞰し、重要かつ緊急度の低い課題は棚上げ
　　
